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● ナフサショックと建設現場の声！ 

 

<中東情勢の緊迫化によって暮らしや地域経済に起きている問題＞ 

 

遠い国の戦争の話だから、自分たちには関係ないと思われるかもしれません。 

しかし、実は私たちの身近な生活や仕事に大きな影響が出始めています。 

 

現在、石油を原料とするさまざまな製品の供給が不安定になっています。 

建設現場で使われる塗料や防水材、接着剤、シンナーなどの多くは、石油から作られてい

ます。 

 

その原料の一つが「ナフサ」と呼ばれるものです。 

このナフサが不足すると、建設現場で使う材料が不足したり、価格が大きく上がったりす

るのです。 

 

今、地域の建設会社や防水会社、塗装会社からは、 

「シンナーが十分に手に入らない」「材料が急に値上がりした」「仕事を受けても利益が出

ない」という悲鳴にも似た声が上がっています。 

 

<建設業が果たしている暮らしを支える大切な役割＞ 



 

建設業というと、ビルや道路をつくる仕事というイメージがあるかもしれません。 

しかし実際には、学校の修繕、公共施設の維持管理、住宅の補修、災害時の復旧工事な

ど、私たちの暮らしを支える大切な役割を担っています。 

 

もし地域の建設会社が経営難に陥ればどうなるでしょうか。 

災害が起きたときに対応する会社が減るかもしれません。 

 

道路や公共施設の修繕が遅れるかもしれません。 

地域の雇用が失われるかもしれません。つまり、これは建設業だけの問題ではなく、市民

生活全体の問題なのです。 

 

<国と市は、地域経済と市民生活を守れ！＞ 

 

国は「国内に必要な量は確保されている」と説明しています。 

しかし、現場では必要な材料が届かないという声が出ています。 

 

物がないと同時に、流通の途中で必要なところへ十分に届いていない可能性があります。 

だからこそ、実際に何が起きているのか調査し、原因を明らかにする必要があります。 

 

私たちは、国と川崎市に次の６つのことを求めています。 

 

第一に、中東地域の緊張緩和と平和的解決に向けて、日本政府が外交努力を強めること。 

 

第二に、物価高騰対策のための国の交付金を活用し、地域の中小建設会社や働く人々への

支援を行うこと。 

 

第三に、人件費や固定費の負担に苦しむ中小企業への直接支援を行うこと。 

 

第四に、資材価格高騰に対応した新たな緊急経済対策を国が実施すること。 

 

第五に、シンナーや建設資材の流通の目詰まりを解消し、必要な事業者へ安定して供給で

きる体制を整えること。 

 

第六に、なぜ供給制限や値上げが起きているのか、実態調査を行い、市民に分かりやすく

公表すること。 



 

私たちが守りたいのは、地域の仕事です。 

私たちが守りたいのは、市民の暮らしです。 

 

私たちが守りたいのは、地域経済と未来です。 

そのためにも、現場の声を国や川崎市へ届けることが必要です。 

 

私たち建設労働組合は、組合員の要求実現のために 6 月 3 日に、請願署名 1,865 筆をもっ

て請願書を市議会事務局へ提出しました。 

オンライン署名は 23,157 筆（6/14 時点）に到達しています。 

 

オンライン署名に、皆さんのご理解とご協力を、お願いいたします。 

川崎市建設労働組合協議会 事務局 野口雅人 

 

オンライン署名はここから →  

 

◆ 小学校給食の無償化実現！ その先へ 

 

 6 月 13 日（土）に、学校給食の無償化を求める川崎市民の会は、「隠れ教育費」研究室

の福嶋尚子氏を講師に、学習と交流のつどいを開きました。 

参加者は、43 名でした。 

 

福嶋先生は、次の組み立で、最新の学校給食の現状と課題を明らかにしていきました。 

 

①.学校給食と給食費をめぐる現状 

 

②.給食「無償化」政策の現状と課題 

 

 1) 自治体主導の給食「無償化」政策の展開  

 

 2) 国主導の給食「無償化」政策の展開 

 

 そして、最後に 今回の国主導の「学校給食費の抜本的な負担軽減」に欠けている視点

として、4 点指摘しました。 

 

 ①給食の質保障の観点の欠如――「最低食単価(仮)」の設定 

https://www.change.org/p/%E4%B8%AD%E6%9D%B1%E6%83%85%E5%8B%A2%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%83%8A%E3%83%95%E3%82%B5%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E7%AD%89%E3%81%AE%E5%BB%BA%E8%A8%AD%E8%B3%87%E6%9D%90%E7%B7%8A%E6%80%A5%E5%AF%BE%E7%AD%96%E3%82%92%E6%B1%82%E3%82%81%E3%82%8B%E8%AB%8B%E9%A1%98%E7%BD%B2%E5%90%8D


 

 子どもたちの成長発達に必要な食材を十分に調達できる「最低食単価(仮)」を設定し、

それが必ず担保される必要がある。 

  最低でも 1 年に 1 回は見直される必要がある。 

 

 ②国の負担額を超える給食費の扱いは保護者負担として残る 

 

 ご当地メニューや地元食材を用いての給食など、工夫を凝らした献立は食育の側面から

要請される(食育基本法の趣旨) 

 そのためには国の負担額を超える給食費が必要となる可能性もある。 

 

 国の負担額を超える部分については設置者負担とし、保護者負担とすることは避けなけ

ればいけない。 

 

 ③完全給食が提供されていない子どもたちの〈食の権利〉保障 

 

 給食提供までの期間は、給食費と同額を現金給付すべきである。 

 

 ④ 教職員の給食費を給食指導の「経費」として見るべき 

 

 子どもたちの給食無償化が導入される際には、教職員の給食費についても給食指導・食育

指導の「経費」として捉え学校設置者負担主義に基づき設置者負担とするか、 

受益者負担の論理を貫くのであれば、給食の時間は給食費を払っているすべての教職員が

休憩時間(労働から解放されている時間)とすべきである。 

 

そして、最後に「子どもたちが、当たり前の学校生活を、安心して送ることのできる環境

を目指して、まだまだ市民の声を自治体に届けることが必要です。」と講演を締めくくりま

した。 

 

 川崎でも、国の財源を使って、今年度 4 月から、小学校の保護者が払う給食費は 0 円にな

りました。 

私たちは、国を動かしたのは、4 割を超える自治体主導の給食無償化の広がりであり、そ

れを作り出した市民の運動だと確信しています。 

 

ここで運動を一休みするのではなく、残されてしまった中学校と特別支援校中等部での無

償化を求めるとともに、「おいしい給食」の質の保障の実現をめざしていくことの大切さが



よくわかりました。 

学校給食の無償化を求める川崎市民の会は、7 月 26 日（日）午後１時半から「2026 年度

学校給食無償化を求める陳情署名スタート集会」を川崎市総合自治会館で開きます。 

 

あらためて、チラシを作り、呼びかけをします。 

ぜひ、ご参加ください。  

  

市古博一（学校給食の無償化を求める川崎市民の会事務局） 

 

■ 学習会速報「情報公開上手に使おう!!」 

 

 国会で「国家情報会議」設置法が成立するなど、国が情報の管理をさらに強め、この先

市民が政治に声を上げにくくなるような状況となることが心配されます。 

国に先がけて情報公開条例を制定した川崎市でも、行政が市政情報を市民に提供する姿勢

に前向きなものが感じられなくなっているのではないでしょうか。 

 

 市民が政治や市政に向き合うためには、何としても情報が必要となります。 

しかし「情報は公開が原則」との理念は耳にしても、どうすれば必要な情報を手に入れる

ことが出来るのか？と悩むことも多くあるのではないでしょうか。 

 

 20 日(土)午後 2 時より、情報公開制度をもっと気楽に使い必要な情報を得ることで、市

民の活動をさらに活発にするための学習会を高津市民館で行います。 

 講師には、先に川崎市教育委員会を被告として取組んだ「会議の音声データ不開示処分

取消し請求」事件の弁護団で活躍された、小沢弘子弁護士さんをお願いしています。 

 

小沢さんは、かながわ市民オンブズマン事務局長を務め、また県内各地の自治体で情報公

開審査会の委員を経験され、情報公開制度に深い知識と豊富な経験をお持ちです。 

また、昨年 6 月には最高裁で情報公開に対する画期的な判決が生まれました。 

 

この判決の持つ意味や影響もお話しいただきます。 

情報公開制度を上手に使うポイントを知り、積極的に制度を活用して開かれた市政をすす

めるため皆様のご参加をお待ちしております。 

  

日時：6 月 20 日（土） 14 時 ～ 16 時 30 分（冒頭 30 分は当会の総会を行います） 

会場：高津市民館 第 6 会議室（12 階） 資料代 500 円 

 



情報公開制度を活かす川崎市民の会（070－5574－8006：畑山） 

 

★ お知らせコーナー 

①ミニ企画展「尊厳ある生を考える 人権ポスター展」 

 6/13(土)より 7/12(日) 

 川崎市平和館（中原平和公園内） 

 問合せ；川崎市市民文化局平和館 電話 044-433-0171 

 ＥMail  25heiwa@city.kawasaki.jp 

  詳しくはこちら 

  

② 情報公開、上手につかおう 

 6/20(土) 14 時 ～ 16 時 30 分（冒頭 30 分は当会の総会を行います） 

 高津市民館 第 6 会議室（12 階） 

 資料代 500 円 

 連絡先 情報公開制度を活かす川崎市民の会（070－5574－8006：畑山） 

 

③ 台風 19 号多摩川水害原告団総会・学習会 

 異常気象続く中で川崎市の水害対策は大丈夫？ 

 講師；中山幸男さん 元国土交通省職員 

 6/22(月)18 時より総会。19 時 15 分より学習会 

 エポックなかはら 7 階大会議室 

 詳しくはこちら 

 

④ ゆめシネマ「もったいないキッチン」 

 6/28 ①9 時 ②12 時 ③15 時 

 一般；1000 円 

 当日;1500 円 

 学生以下・障がい者；500 円 

 お問合せ；044-433-3003 ゆめホール 

 cinema@kawasakiyume.com 

  予告ビデオ 

 詳しくはこちら 

  

⑤ 「武器なき斗い」は今も 

 映画「武器なき斗い」プレ学習会 

 7/4(土)14 時～16 時 

mailto:25heiwa@city.kawasaki.jp
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5808/?instance_id=434
https://54078ef9-1568-43b7-8366-8d39c669c96c.filesusr.com/ugd/354c0e_8b9159fa627841a7a23fbb4ef48b87b2.pdf
mailto:cinema@kawasakiyume.com
https://www.cinemo.info/85m
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5788/?instance_id=433


 かわさきゆめホール 

 講師；楜沢健（文芸評論家・麻生区在住） 

    児玉俊明(NKA プロモート代表) 

 参加費；500 円 

 楜沢さんの著作 

 

 ★編集後記 

 

新庁舎の議員と市民を隔てる「壁」 

 

川崎市議会第 2 回定例会が開催中です。 

 

いのちと暮らしを守る川崎市民連絡会は、市議会開会日の 6 月 1 日の昼休みに、「市民要

求実現アクション」を行い、市議会で論議し、前進させてほしい市民の要求を市民リレー

トークで訴えました。 

45 人もの方が集まりました。 

 

昼休みの外出からもどるため、ちょうど通りかかった福田市長にも、声を届けることがで

きましたが、市民の声を聞くために、立ち止まることもせず、庁舎入口に行ってしまいま

した。 

アクション終了後に、「要求を一覧にした要望書」を各会派にも届けました。 

 

その際に、あらためて新庁舎になってから市民と議員の間の距離が「セキュリティ」の名

のもとに閉ざされてしまったことを痛感しました。 

以前の市庁舎なら、議会棟の 6 階、7 階に行けば、すぐに、会派の部屋を直接訪問するこ

とができ、受付の方に案件を伝え、議員がいる場合はすぐに会うことができました。 

 

しかし、新庁舎になってからは、こんな当たり前のことができなくなってしまったので

す。 

次のような手順をふまなければなりません。 

 

① 22 階の議会局の窓口で、「A 会派に行きたい」と告げると、受付職員から用紙を渡され

ます。 

 

② 用紙に、自分の名前と、行きたい会派名と、案件と、事前予約があるかを記入します。 

 

https://booklog.jp/author/%E6%A5%9C%E6%B2%A2%E5%81%A5


③ 職員が、カードを見ながら,A 会派に電話をかけて会派からの承諾をとります。 

 

④ 職員から、入室証明の首からぶらさげるカードを受け取り、エレベーターで 23 階へ移

動します。 

 

⑤ 23 階でエレベーターを降りると、そこに、守衛さんがいて、そこから訪問者が A 会派

に電話をします。 

 

⑥ 電話を受けた A 会派の事務局が、各会派が並んでいる通路のドアから出てきて、一緒

に入室します。 

 

⑦ これでやっと A 会派の部屋にたどり着きました。 

 

⑧ 案件が終わると、入室証明のカードを事務局において、退出します。 

 

でも、今回の目的は、全会派に要望を届けることなので次の会派の部屋に行くためには、

何と、もう一度、22 階の議会局の窓口に行き、手順１～７を繰り返さなければならないの

です。 

A 会派の横には,B 会派,C 会派,D 会派,E 会派の部屋があります。A 会派が終わったら、順

に、次の会派を訪問するのができるのです。 

 

しかし、これは?なのです。今回は、時間もなかったので、やむを得ず、残った会派への要

望書は、議会局にある各会派のポストに置いてもらい、届けてもらうことにしました。 

なんとも面倒な「セキュリティ強化」です。 

 

こんなことをやっていると、「訪問する市民をはじめから疑ってかかっているのか」と腹が

たってきます。 

議員に訴えたい思いの熱量もトーンダウンしてしまいます。 

 

25 階の展望室だけは、市民にフリーに開放している？ 

これも、ずいぶん市民を馬鹿にしているのではないかと八つ当たりしたくなりました。 

 

こんな現状をかえるために、どんなアクションをしたらいいのか、現在模索中です。 

同じ体験をされた方も多いと思います。 

 

ご一緒に、このとんでもない「壁」を除く方法を考え、実行しませんか！（I） 



 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

川崎民主市政をつくる会 

〒211-0011 中原区下沼部 1880 

お問い合わせ 

mailmag@newkawasaki.jp 

公式ホームページ 

https://newkawasaki.jp 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

 

mailto:mailmag@newkawasaki.jp
https://newkawasaki.jp/

